
国
民
精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会

が
、
令
和
五
年
三
月
十
四
日
に
琴
浦

町
の
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
研
修
会
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
令
和
二
年
三
月
予

定
の
も
の
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
か
ら
四
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
第
八
波
が
ま
だ
治
ま
ら
な

い
中
の
開
催
な
が
ら
、
神
社
関
係
者

百
五
十
一
名
の
参
加
を
得
て
憲
法
問

題
に
つ
い
て
研
鑽
を
積
ん
だ
。

第
一
部
で
は
神
道
政
治
連
盟
幹
事

長
の
黒
神
直
大
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
歴
史
の
岐
路
に
立
つ
日
本
〜
今
こ

そ
憲
法
改
正
を
〜
」
と
題
し
た
基
調

講
演
で
、
今
の
日
本
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
と
憲
法
改
正
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、
第
二
部

で
は
岡
村
吉
彦
教
化
委
員
を
進
行
役

憲
法
問
題
を

考
え
る

国
民
精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会

主
題

と
し
、
日
本
会
議
鳥
取
県
会
長
の
河

合
鎮
徳
氏
、
後
藤
裕
里
香
教
化
委
員
、

井
上
雅
也
教
化
委
員
が
登
壇
し
、
憲

法
と
家
族
、
国
家
の
非
常
時
と
憲
法
、

憲
法
改
正
の
問
題
点
の
三
項
目
に
つ

い
て
黒
神
先
生
を
交
え
て
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

神
道
政
治
連
盟
鳥
取
県
本
部
（
以

下
神
政
連
）
で
は
、
神
政
連
会
員
で

あ
る
鳥
取
県
議
会
議
員
と
神
社
関
係

者
の
懇
談
会
を
鳥
取
縣
神
社
廳
・
鳥

取
県
神
社
総
代
会
共
催
の
も
と
、
令

和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
を
会
場
に

開
催
し
た
。

神
社
関
係
者
は
各
役
員
・
支
部
長

・
神
社
庁
顧
問
・
教
化
部
正
副
部
長

の
十
八
名
と
、
県
会
議
員
は
中
島
規

夫
氏
、
西
川
憲
雄
氏
、
鹿
島
功
氏
、

松
田
正
氏
に
、
来
賓
と
し
て
参
議
院

議
員
藤
井
一
博
氏
（
代
理
）
を
迎
え

懇
談
を
深
め
た
。

最
初
に
、
神
政
連
本
部
長
の
米
原

尊
仁
庁
長
が
「
神
政
連
の
重
点
目
標

の
一
つ
で
あ
る
、
神
道
精
神
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
」
た
め
に
地
元
議
員

と
の
交
流
が
よ
う
や
く
で
き
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
、
戦
後
の
呪
縛
を
抜
け

き
れ
ず
、
本
来
の
意
味
や
意
義
を
き

ち
ん
と
伝
え
る
事
を
恐
れ
て
い
る
面

を
指
摘
し
、
憲
法
改
正
に
向
け
て
、

意
識
を
共
有
し
た
い
旨
の
挨
拶
が
な

地
方
議
員
と
の

懇
談
会
開
催

さ
れ
た
。

次
に
、
各
議
員
が
自
己
紹
介
を
兼

ね
「
神
政
連
の
め
ざ
す
国
づ
く
り
」

の
各
項
目
を
取
り
上
げ
な
が
ら
思
い

を
語
っ
て
戴
き
、
そ
の
後
、
各
テ
ー

ブ
ル
で
神
政
連
の
活
動
内
容
や
神
社

界
の
思
い
を
互
い
に
語
り
合
っ
て
懇

親
を
深
め
、
今
後
定
期
的
に
開
催
す

る
事
を
確
認
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

賀
露
神
社
権
禰
宜

岡
村
吉
隆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

三
年
の
壁
を
乗
り
越
え
、

ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
を

祝日祭日には
国旗を掲揚
しましょう

鳥取市上町８７

鳥取縣神社廳

庁報編集室

廳
報
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か
ら
三
年
余
り
経
ち
、
よ
う
や
く
私

た
ち
の
生
活
は
正
常
化
へ
と
か
じ
を

切
っ
た
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

報
道
で
は
、「
〇
年
ぶ
り
の
開
催
」
と

い
う
見
出
し
が
目
立
ち
、
殊
に
祭
り

に
つ
い
て
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
人
々
が
祭
り
の
復
活
を

望
ん
で
い
た
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
り
、

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

今
後
危
惧
さ
れ
る
こ
と
に
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
祭
り
を
含
め

様
々
な
郷
土
芸
能
に
「
簡
素
化
」
が

進
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
時
的
な
変

更
が
引
き
続
き
固
定
化
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
姿
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

郷
土
芸
能
は
過
疎
や
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
が
以
前
か
ら

深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
こ
の
流
れ
が
一
層

進
み
、
消
滅
あ
る
い
は
姿
を
大
き
く

変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

伝
統
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
。
そ
の
解
決
の
一
つ

と
し
て
「
経
験
の
継
承
」
が
あ
る
。

経
験
の
継
承
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、

祭
り
を
例
に
す
る
と
、
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
世
代
を
地
域
の
中
に
作
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
小
学
校

の
高
学
年
で
祭
り
や
踊
り
な
ど
を
学

ぶ
地
域
で
、
三
年
間
体
験
や
学
ぶ
機

会
が
な
け
れ
ば
、
児
童
は
身
に
つ
け

る
機
会
が
な
い
ま
ま
小
学
校
を
卒
業

す
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
祭
り

の
存
在
価
値
を
知
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
成
長
し
た
場
合
、
郷
土
愛
も
深

ま
ら
ず
、
結
果
地
域
か
ら
離
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

こ
う
し
た
問
題
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

子
供
を
取
り
巻
く
周
り
の
人
々
が
、

子
供
に
祭
り
や
伝
統
文
化
を
経
験
さ

せ
る
、
学
ば
せ
る
と
い
っ
た
「
仕
掛

け
」
を
い
か
に
意
識
し
て
行
う
か
が

が
大
切
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
「
仕
掛
け
」
を
作
っ

て
い
く
取
組
の
一
つ
が
学
校
教
育
で

の
学
び
の
場
の
設
定
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

現
在
鳥
取
県
の
教
育
で
は
、
本
県

が
直
面
し
て
い
る
産
業
の
衰
退
、
人

口
の
減
少
・
流
出
と
い
っ
た
課
題
に

対
し
て
、
教
育
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
教
育
に
よ
る
人
づ
く
り
と
考
え
、

地
域
の
魅
力
を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育

と
、
自
ら
の
生
き
方
・
あ
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
合
わ
せ
た
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
子
供
が
地
域
の
文
化
や
歴
史
・

産
業
等
を
学
び
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
組
を
考
え
る
学
習
で
あ

る
。
地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
知

る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
自
身

の
将
来
や
地
域
の
未
来
に
生
か
す
こ

と
、
こ
う
し
た
学
び
を
深
め
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
郷

土
愛
を
更
に
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
。

「
子
供
た
ち
は
地
域
の
宝
」「
地
域

の
子
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
認

識
の
も
と
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
し
、
地
域
の
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
成
長
を
地
域
全
体
で
支
え
て

い
く
。
そ
し
て
、
神
職
も
ま
た
そ
の

一
助
と
な
る
よ
う
奉
仕
す
る
こ
と
が

大
切
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

貴
布
禰
神
社
宮
司

来
海
邦
彦

◆
「
青
少
年
育
成
奉
納
試
合
」（
貴
布

禰
神
社
杯
）
を
開
催

氏
子
内
三
小
学
校
（
車
尾
・
福
生

東
・
福
生
西
）
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
野
球
・
男
女
バ
レ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

・
男
女
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
男
女
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
競
技
の
親
睦
試
合

を
平
成
元
年
よ
り
神
社
予
算
に
青
少

年
健
全
育
成
奉
納
費
と
し
て
年
額
七

万
円
を
計
上
し
、
春
季
例
大
祭
の
前

後
の
土
・
日
に
開
催
。
但
し
令
和
二

貴
布
禰
神
社
と

子
ど
も
達
と
の
関
わ
り

地
域
の
宝
・
国
の
宝
の

子
ど
も
達
の

健
全
育
成
を
願
い
！
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年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
て
中
止
し
て
い

る
。
毎
年
各
小
学
校
輪
番
制
、
担
当

小
学
校
の
校
庭
に
て
全
体
開
会
式
を

実
施
。
担
当
小
学
校
校
長
先
生
、
公

民
館
長
の
激
励
、
宮
司
、
氏
子
奉
賛

会
長
の
祝
辞
、
前
年
優
勝
チ
ー
ム
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
返
還
、
児
童
代
表
宣
誓

等
々
、
選
手
、
そ
の
保
護
者
ら
凡
そ

三
〇
〇
人
が
集
い
賑
や
か
で
あ
る
。

記
念
品
と
し
て
各
競
技
チ
ー
ム
に
ボ

ー
ル
、
シ
ャ
ト
ル
等
が
贈
呈
さ
れ
る
。

◆
「
め
ざ
せ
！
車
尾
観
光
大
使
」

車
尾
小
学
校
三
年
生
と
教
職
員
一

〇
〇
名
超
が
貴
布
禰
神
社
境
内
に
集

い
、
宮
司
と
児
童
・
教
職
員
が
四
十

五
分
間
の
学
び
の
時
間
を
設
け
て
い

る
。
こ
れ
は
小
学
校
か
ら
の
要
請
で
、

五
月
下
旬
～
六
月
初
旬
に
開
催
さ
れ

今
季
で
四
年
目
と
な
っ
た
。

◆
「
子
ど
も
会
で
境
内
清
掃
」

春
秋
の
例
祭
終
了
後
、
お
膝
元
の

子
ど
も
会
・
保
護
者
が
境
内
清
掃
の

奉
仕
さ
れ
、
月
に
一
回
、
便
所
の
清

掃
奉
仕
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。

貴
布
禰
神
社
で
は
、
こ
の
よ
う
に

様
々
な
形
で
、
児
童
・
生
徒
と
関
わ

っ
て
お
り
、
有
り
難
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
そ
の
お
返
し
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宮
司
は
地
区
の

青
少
年
育
成
委
員
や
民
生
児
童
委
員
、

禰
宜
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
地
域
に

関
わ
り
、
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
活

動
の
一
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

教
化
部

小
田
成
範

教
化
部
で
は
、
鳥
取
県
神
社
庁
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め

の
委
員
会
を
立
ち
上
ま
し
た
。
令
和

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
委
員
会
設
置

四
年
秋
よ
り
岡
村
室
長
を
中
心
に
委

員
会
を
開
催
し
、
ど
う
い
っ
た
内
容

が
相
応
し
い
の
か
、
誰
に
向
け
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
す
の
か
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
ら
議
論
を
始
め
、
概
ね

次
の
よ
う
に
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
。

①
県
内
神
社
の
紹
介
②
庁
報
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
③
祭
礼
行
事
④
神
話
と
神

社
⑤
暮
ら
し
の
中
の
神
道
⑥
次
期
神

宮
式
年
遷
宮
⑦
神
職
専
用
ペ
ー
ジ
な

ど
で
す
。
記
事
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設
後
も
順
次
更
新
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
運
用
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

面
も
鑑
み
て
専
門
の
業
者
に
委
託
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
県
内
の

皆
様
に
見
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
内

容
で
あ
る
と
と
も
に
、
県
外
か
ら
訪

れ
る
方
々
に
対
し
て
も
利
用
し
や
す

い
ペ
ー
ジ
作
り
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
は
、
令

和
六
年
三
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

神
社
の
紹
介
ペ
ー
ジ
は
「
因
伯
の

み
や
し
ろ
」
に
基
づ
い
て
作
成
し
ま

す
が
、
写
真
等
で
県
内
宮
司
様
方
に

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
は
何
卒
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

伊
勢
の
神
宮
は
、
二
十
年
に
一
度

「
式
年
遷
宮
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

式
年
遷
宮
と
は
、
制
度
上
定
め
ら
れ

た
期
間
ご
と
に
新
た
な
社
殿
を
造
り
、

ご
祭
神
に
お
遷
り
願
う
祭
典
で
す
。

神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
今
か
ら
一

三
三
三
年
前
に
、
第
四
十
代
天
武
天

皇
の
ご
発
意
に
よ
り
、
次
の
第
四
十

一
代
持
統
天
皇
の
四
年
（
六
九
〇
）

に
第
一
回
が
行
わ
れ
、
か
つ
て
は
国

に
と
っ
て
最
大
の
重
儀
で
し
た
。
前

回
の
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
は
、
平

成
二
十
五
年
に
斎
行
さ
れ
、
次
回
は

令
和
十
五
年
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

遷
宮
の
最
初
の
祭
儀
が
山
口
祭
で

す
。
前
回
は
、
天
皇
陛
下
か
ら
神
宮

大
宮
司
に
遷
宮
斎
行
の
ご
下
命
が
あ

り
、
御

聴

許
を
戴
い
た
翌
年
、
遷
御

ご

ち
よ
う
き
よ

の
八
年
前
の
平
成
十
七
年
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
山
口
祭
か
ら
遷
御
そ

し
て
御
神
楽
ま
で
遷
宮
に
関
わ
る
諸

祭
・
行
事
は
三
十
三
あ
り
、
そ
の
内

の
十
二
の
主
要
な
祭
典
に
つ
い
て
は

天
皇
陛
下
の
御
治

定

を
仰
い
で
行
わ

ご

じ

じ
よ
う

れ
ま
す
。 神

宮
式
年
遷
宮

神
社
豆
知
識
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武
郷
神
社
宮
司

入
江
克
己

祖
先
よ
り
、
神
霊
を
和
め
、
御
国

の
安
泰
、
郷
土
氏
子
の
繁
栄
を
祈
り

つ
つ
、
氏
神
様
の
御
前
に
伝
承
し
て

来
た
神
楽
に
就
い
て
、
私
の
感
想
を

綴
る
事
に
い
た
し
ま
す
。

各
地
方
に
夫
々
風
習
が
有
る
や
う

に
、
神
様
を
お
祀
り
す
る
に
も
種
々

地
方
郷
土
の
特
色
が
有
り
、
当
地
方

に
も
大
山
奥
宮
を
中
心
と
し
た
、
汗

入
（
伯
耆
）
神
楽
が
有
り
ま
す
。
神

楽
に
は
舞
も
付
い
て
居
た
の
で
す
が
、

現
在
は
当
時
の
神
楽
を
打
つ
人
も
ま

れ
に
な
り
、
舞
も
行
は
れ
な
く
な
つ

て
今
は
出
雲
八
束
流
に
変
り
、
お
祭

り
が
終
る
の
が
常
と
な
り
ま
し
た
。

往
古
お
祭
り
は
神
楽
舞
に
始
ま
り
、

舞
終
つ
て
、
諸
行
事
が
済
む
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
七
座
の
舞
か
ら
な

る
氏
神
様
の
お
祭
り
で
あ
つ
た
の
で

す
。
さ
て
何
年
頃
又
如
何
様
に
し
て

伯
耆
神
楽

伝
承
せ
ら
れ
た
の
か
明
白
で
は
な
い

が
、
神
楽
歌
に

「
此
の
御
座
の

そ
だ
ち
は
い
づ
こ
、

出
雲
な
り

佐
陀
の
社
の
、
し
き

か
え
の
座
」

と
あ
る
処
か
ら
、
古
く
は
出
雲
佐
陀

神
社
の
神
楽
が
元
で
、
こ
れ
を
取
入

れ
て
伝
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
、

と
思
は
れ
ま
す
。

七
座
の
舞
と
は
、
初
座
、
散
供
、

剣
、
御
座
、
御
舞
、
榊
、
湯
行
の
舞

を
い
ふ
の
で
す
。
明
治
維
新
後
、
数

年
間
は
此
の
様
に
祭
事
が
行
は
れ
、

神
主
の
家
の
婦
人
等
も
手
拍
子
を
打

鳴
ら
し
奉
仕
し
て
来
た
の
で
す
。

茲
に
大
正
五
年
初
春
再
写
之
、
古

御
堂
塚
田
有
年
蔵
書
を
の
せ
参
考
と

し
ま
す
。神

楽

初

座

千
早
ふ
る

其
の
三

『
廳
報
』
百
号
記
念
特
集

神
の
御
前
に
ま
く
米
は

悪
魔
鬼
神
も
、
お
そ
れ
恐
る
る

入

座

打
鳴
ら
す

手
向
の
神
楽
の
音
す
れ
ば

神
も
心
を
な
ぶ
き
ま
し
ま
す

次
、
神
楽
、
祝
詞

次
、
し
ず
か
び
よ
う
し
歌

次
、
早
び
よ
う
し

註
。
此
の
時
、
東
西
南
北
、
中
央

と
八
百
万
神
々
を
謹
請
す
る
歌
が
書

か
れ
て
居
り
ま
す
。

最
後
の
一
節
に
は
「
日
本
六
十
余

州
鎮
里
座
須
大
小
乃
神
祇
乎
謹
請
申

志
氐
御
座
清
牟
留
波
神
森
御
山
榊
七

宇
良
乃
塩
」
と
あ
り
ま
す
。

次
、
散

供
（
舞
方
歌
あ
り
。
楽
方
歌
あ
り

）

次
、
剣

舞
（
同

右

）

次
、
御
座
舞
（
同

右

）

次
、
御

舞
（
同

右

）

次
、
榊

舞
（
同

右

）

次
、
湯

行
（
同

右

）

八

乙

女

歌

八
乙
女
の

袖
に
千
早
を
振
掛
け
て

舞
は
ば
や
神
も
御
愛
ま
し
ま
す

此
の
歌
に
て
終
つ
て
居
り
ま
す
。

楽
方
の
歌
に
座
方
の
太
鼓
の
音
を

合
せ
て
、
立
舞
ふ
二
人
立
又
は
一
人

舞
は
、
神
人
和
合
の
境
地
で
あ
り
最

高
潮
の
盛
儀
で
あ
り
ま
す
。

幸
に
当
地
方
に
は
大
山
奥
宮
あ
り
、

名
和
神
社
あ
り
、
そ
の
他
の
大
社
が

あ
つ
た
関
係
で
、
神
楽
も
盛
ん
に
行

は
れ
、
伝
承
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ

り
ま
す
。
大
神
山
神
社
に
は
記
録
も

残
つ
て
居
る
の
で
す
が
同
神
社
の
祭

典
に
、
以
前
は
東
伯
郡
の
八
橋
よ
り
、

西
伯
で
は
汗
入
、
み
の
か
や
、
日
野

で
は
溝
口
、
八
郷
辺
よ
り
輪
番
で
春
、

夏
、
秋
に
神
職
が
登
つ
て
奉
仕
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
胴
太
鼓
、
笛
、
手

拍
子
の
響
き
は
高
ら
か
に
、
山
に
こ

だ
ま
し
、
鈴
を
振
り
、
幣
を
か
ざ
し

て
舞
ひ
納
む
る
足
さ
ば
き
―
―
神
楽

舞
の
奏
せ
ら
れ
る
内
に
、
一
日
の
諸

祭
事
が
進
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

胴
を
両
方
よ
り
打
ち
な
が
ら
、
神
歌

を
唱
へ
そ
れ
に
太
鼓
が
入
り
、
笛
に

手
拍
子
が
そ
の
合
間
を
流
れ
響
け
ば

氏
子
民
は
も
と
よ
り
近
郷
近
在
の
村

里
よ
り
浮
足
立
ち
て
、
神
社
に
詣
で
、

神
楽
舞
を
拝
観
す
る
人
々
で
境
内
は

い
や
増
に
賑
は
ひ
、
祭
事
も
進
み
、

夕
日
と
共
に
一
日
の
祈
願
と
、
お
祭

が
終
る
の
で
あ
り
ま
す
。
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先
号
に
引
き
続
き
『
廳
報
』
発
行
百
号
記
念
特
集
と
し
て
、
過
去
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
の
内
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
十
五
日
発
行
の
第
十
六
号
に
掲
載
さ
れ

た
「
伯
耆
神
楽
」
を
再
掲
致
し
ま
す
。



斯
様
に
年
々
歳
々
の
氏
神
祭
を
続

け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
然
し

世
は
進
み
世
代
は
移
り
行
き
て
、
次

第
に
伝
承
す
る
人
々
も
少
な
く
な
り
、

行
政
も
変
つ
て
、
大
正
三
年
の
内
務

省
令
で
は
、
官
国
幣
社
府
県
社
以
下

神
社
祭
式
行
事
作
法
を
定
め
、
神
社

は
国
家
の
宗
祀
と
し
て
地
方
長
又
は

市
町
村
よ
り
神
饌
幣
帛
料
の
供
進
を

受
け
、
各
社
は
供
進
使
参
向
に
よ
る

正
規
な
祭
典
行
事
に
統
一
さ
れ
た
お

祭
に
変
り
以
前
の
様
な
神
楽
は
次
第

に
そ
の
影
を
落
し
、
神
楽
舞
の
行
事

は
特
殊
な
お
宮
に
の
み
残
り
、
更
に

昭
和
に
入
つ
て
は
、
雅
楽
が
盛
ん
に

取
入
れ
ら
れ
、
又
地
方
に
あ
る
黒
住

教
の
吉
備
楽
等
も
各
社
の
伶
人
と
し

て
奉
仕
し
、
神
職
も
此
の
楽
を
受
け

る
講
習
会
が
持
た
れ
た
様
で
す
。

当
時
は
定
刻
に
正
式
祭
典
を
終
了

す
れ
ば
お
祭
は
終
り
で
神
主
さ
ん
は

供
進
使
等
と
の
直
会
が
、
重
要
な
場

を
占
め
る
様
に
成
り
、
参
拝
者
も
祭

典
後
は
三
々
五
々
拝
ん
で
は
露
店
に

目
を
移
す
位
で
帰
宅
を
急
ぐ
様
に
な

り
、
助
勤
者
又
は
伶
人
の
神
楽
が
二

ツ
、
三
ツ
で
お
祭
は
終
り
、
取
方
付

け
を
急
ぐ
と
い
ふ
風
に
な
つ
て
参
り

ま
し
た
。

昭
和
十
年
前
後
の
頃
、
私
が
や
つ

と
の
思
ひ
で
神
職
と
し
て
就
任
奉
告

祭
を
し
た
当
時
で
し
た
が
、
弓
浜
部

に
於
て
、
神
楽
、
舞
楽
の
講
習
が
あ

り
、
私
も
参
加
し
た
の
で
す
が
、（
そ

れ
よ
り
以
後
長
ら
く
各
地
に
助
勤
に

廻
り
ま
す
が
）
当
時
実
に
驚
い
た
事

は
、
弓
浜
地
区
、
米
子
地
区
も
で
す

が
、
お
祭
に
は
部
内
全
員
が
相
互
に

手
伝
ひ
あ
ひ
、
祭
典
も
一
貫
し
て
盛

大
に
、
し
か
も
式
後
の
直
会
も
二
、

三
の
代
表
で
供
進
使
を
送
り
、
後
の

助
勤
者
は
夕
暮
ま
で
神
楽
を
打
ち
鳴

ら
し
、
君
も
吾
も
で
何
人
も
が
胴
に

又
太
鼓
に
向
は
れ
、
と
て
も
お
も
し

ろ
く
気
持
よ
い
テ
ン
ポ
の
リ
ズ
ム
が

鎭靈神社夕祭での剣の舞

鎮
守
の
森
に
こ
だ
ま
す
る
の
で
、
参

拝
者
も
終
日
神
前
に
額
づ
き
、
祈
り

を
捧
げ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

斯
様
に
し
て
各
神
社
々
々
を
盛
上

げ
、
助
勤
者
の
な
ご
や
か
さ
を
通
じ

て
、
実
に
感
激
し
て
神
明
に
奉
仕
す

る
神
社
人
と
し
て
の
身
だ
し
な
み
、

又
勤
め
を
是
非
あ
の
や
う
に
太
鼓
を

打
ち
胴
を
打
ち
笛
を
鳴
ら
し
て
と
、

此
の
時
に
私
は
神
楽
の
う
ち
か
た
と

云
ふ
か
、
お
も
し
ろ
み
と
云
ふ
か
、

感
激
し
て
是
非
修
得
し
た
い
と
念
願

し
た
次
第
で
す
。

大
体
神
楽
は
出
雲
系
で
、
手
の
こ

ま
か
い
早
い
テ
ン
ポ
の
賑
や
か
な
神

楽
で
す
。
東
伯
、
八
橋
近
郷
倉
吉
方

面
に
ま
で
延
び
て
ゐ
る
よ
う
で
す
が
、

東
伯
郡
は
ず
つ
と
ゆ
つ
く
り
し
て
居

る
様
で
す
し
、
南
部
日
野
方
面
に
は

会
見
神
楽
（
能
義
神
楽
）
と
し
て
独

特
の
風
格
を
出
し
て
ゐ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
方
色
を
豊
か
に
盛
り
上
げ
て

ゐ
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
舞
の
方
に

も
又
現
は
れ
て
参
つ
て
ゐ
ま
す
。

か
う
し
た
古
来
よ
り
伝
承
し
た
神

楽
又
は
七
座
の
舞
を
保
存
し
、
伝
承

し
た
い
と
常
に
念
願
せ
ら
れ
た
淀
江

町
安
江
氏
（
現
鳥
取
県
神
社
庁
長
）

に
は
吾
等
若
人
に
講
習
を
再
三
思
ひ

立
た
れ
て
、
吾
等
は
当
時
し
き
り
と

受
講
し
、
又
自
ら
お
尋
ね
し
て
、
折

に
ふ
れ
教
を
乞
ふ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
安
江
庁
長
さ
ん
は
汗
入
神
楽
七

座
の
舞
に
就
い
て
唯
一
人
伝
承
せ
ら

れ
て
ゐ
る
人
で
有
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
例
祭
等
に
も
二
、
三
座
の
神
楽
舞

を
加
へ
て
祭
典
の
賑
わ
ひ
に
行
ふ
様

に
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
（
ぢ
か
た
）

が
揃
わ
ぬ
時
が
あ
つ
て
残
念
に
思
ふ

事
も
屢
々
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
皇
紀
二
千
六
百
年
、

国
を
挙
げ
て
の
奉
祝
祭
に
浦
安
の
舞

が
制
定
、
出
雲
大
社
に
楽
方
舞
方
で

西
伯
よ
り
加
は
り
、
十
日
間
を
「
あ

め
つ
ち
の
」
で
暮
ら
し
、
帰
省
後
は

講
習
会
で
度
重
ね
て
修
得
し
た
も
の

で
し
た
が
、
以
後
は
各
地
区
地
方
と

も
浦
安
の
舞
が
、
神
賑
ひ
と
し
て
取

入
れ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

戦
後
二
十
三
年
頃
で
し
た
か
、
九

月
に
所
子
の
唐
王
神
社
に
、
永
ら
く

大
阪
の
音
楽
学
校
の
教
授
で
あ
つ
た

内
藤
俊
治
先
生
を
迎
へ
て
、
神
楽
の

打
方
に
つ
い
て
話
し
、
押
村
、
遠
藤

慶
典
両
氏
共
々
に
語
り
音
譜
を
習
つ

た
の
で
す
が
、
其
の
後
、
妻
木
中
島
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様
宅
を
宿
に
、
先
生
と
押
村
君
と
三

人
で
、
神
楽
を
「
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
」

の
話
が
進
み
、
三
者
合
作
の
第
一
回

作
が
出
来
た
の
で
し
た
。

そ
れ
以
後
翌
春
第
二
作
の
発
表
と

共
に
、
汗
西
部
会
於
い
て
講
習
会
と

な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
私
は

押
村
君
宅
に
再
三
泊
つ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
と
云
ふ
の
も
笛
の
習
得
に
一
生

懸
命
で
し
た
か
ら
。
押
村
君
の
発
表

し
た
「
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
」
の
冊
子

は
現
代
の
音
譜
で
五
線
に
乗
せ
て
あ

る
の
で
此
の
冊
子
に
よ
り
神
楽
が
打

て
る
基
本
が
綴
つ
て
あ
り
ま
す
か
ら

楽
器
に
て
も
ひ
け
る
の
で
す
。
音
楽

の
素
養
の
あ
る
中
学
生
に
で
も
出
来

る
の
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
に
現
代
は

物
事
が
よ
く
わ
か
る
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
昔
は
手
を

と
つ
て
、
或
は
炬
燵
の
ふ
ち
を
た
た

き
な
が
ら
、
又
祖
父
母
の
肩
を
た
た

き
な
が
ら
口
に
写
し
、
心
に
写
し
て

苦
心
を
重
ね
て
覚
え
得
た
神
楽
で
あ

り
ま
す
が
、
今
で
は
斯
様
な
小
冊
子

一
つ
で
自
分
で
覚
え
ら
れ
、
リ
ズ
ム

に
乗
つ
た
な
ら
ば
笛
に
太
鼓
に
手
拍

子
に
合
奏
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。

各
神
職
が
一
様
に
早
朝
か
ら
御
神
楽

を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
又
少
し
の
心
懸
け
で
賑

々
し
く
盛
大
な
祭
典
も
出
来
る
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。
兼
務
兼
任
で
他

よ
り
現
金
収
入
を
得
て
社
家
た
る
家

職
を
さ
さ
え
る
現
在
と
は
云
え
、
神

道
人
と
し
て
今
少
し
神
楽
に
つ
い
て

反
省
し
、
年
中
鎮
守
の
森
か
ら
朝
の

太
鼓
を
響
き
鳴
り
渡
ら
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
さ
う
し
て
今
日
の
一

日
を
祝
福
し
、
感
謝
し
、
明
日
の
幸

福
を
祈
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

此
の
地
方
色
豊
か
な
無
形
文
化
の
七

座
の
舞
、
伯
耆
神
楽
の
存
続
を
吾
等

若
人
で
計
ら
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

先
般
大
山
に
て
の
講
習
会
に
本
庁

調
査
部
長
岡
田
先
生
の
お
話
の
中
に
、

「
神
楽
は
神
と
共
に
遊
び
、
神
と
共

に
生
を
喜
ぶ
姿
で
あ
る
。
天
の
岩
戸

に
こ
も
ら
れ
た
天
照
大
神
も
真
剣
な

祈
り
と
神
楽
と
に
よ
つ
て
、
再
び
出

現
さ
れ
た
。
神
楽
は
舞
と
歌
と
囃
と

の
三
つ
か
ら
な
る
。
舞
は
手
足
を
自

然
に
動
か
す
事
で
あ
り
、
身
体
を
自

然
に
ま
か
せ
る
姿
で
あ
る
。
歌
と
は

思
ふ
事
を
口
に
出
し
、
心
の
う
ち
に

あ
る
事
を
自
然
に
人
に
知
ら
せ
る
も

の
で
あ
る
。
囃
し
は
笛
太
鼓
を
吹
き

鳴
ら
し
て
舞
と
歌
の
躍
動
を
盛
ん
な

ら
し
め
る
。
即
ち
神
楽
と
は
生
の
歓

喜
で
あ
り
躍
動
で
あ
る
」
と
、
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

千
早
振
る
神
の
御
前
に
ま
く
米
は

ま
づ
ま
づ
こ
れ
も
神
き
こ
し
め
せ

（
散
供
の
歌
）

誠
に
貴
重
な
紙
面
を
長
々
と
取
り
、

か
つ
表
題
と
相
違
し
た
方
面
に
迄
立

ち
入
り
大
変
恐
縮
致
し
ま
し
た
。
お

気
付
の
点
、
又
は
神
楽
に
就
い
て
研

究
調
査
を
な
さ
つ
て
居
ら
れ
る
方
は

紙
面
で
お
聞
か
せ
下
さ
い
ま
す
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

江
美
神
社

梅
林

充

あ
る
工
事
に
お
い
て
油
断
に
よ
る

事
故
が
あ
り
、
再
度
安
全
祈
願
祭
後

に
話
し
た
講
話
を
紹
介
し
ま
す
。

「
目
に
見
え
ぬ
神
の
心
に
か
よ
う
こ

そ
人
の
心
の
ま
こ
と
な
り
け
れ
」

神
社
神
道
の
敬
神
生
活
の
綱
領
に

「
明
き
、
清
き
、
ま
こ
と
を
以
て
」

と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。
明
き
と

は
汚
れ
の
な
い
清
白
な
心
、
清
き
と

目
に
見
え
な
い

も
の
の
大
切
さ

は
心
が
清
く
常
に
平
静
で
真
心
の
こ

も
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
こ
と
と
は
明

き
清
き
心
を
い
っ
た
も
の
で
す
。

（

敬
神
生
活
の
綱
領
解
説
（
稿
本
）
よ
り
）

小
さ
い
頃
、
何
か
悪
い
こ
と
を
し

た
り
、
嘘
を
つ
い
た
り
し
て
い
る
と
、

「
神
様
が
見
て
い
る
よ
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
ほ
か
に
も
ず

っ
と
見
て
い
る
も
の
が
い
る
の
で
す
。

そ
う
自
分
の
心
で
す
。

今
、
事
件
や
事
故
の
多
い
こ
の
荒

れ
た
世
の
中
、
い
や
世
の
中
が
荒
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
の
心
が
荒

れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
心
を
直
し

て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

や
は
り
、
目
に
見
え
な
い
も
の
の
た

い
せ
つ
さ
、
自
分
の
心
を
見
つ
め
る

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

油
断
や
、
人
が
見
て
い
な
い
か
ら

い
い
と
か
、
自
分
を
中
心
と
し
て
し

か
考
え
ら
れ
な
い
結
果
が
悪
い
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

人
の
心
と
か
、
思
い
や
り
と
か
、

気
配
り
と
か
、
目
に
見
え
な
い
も
の

の
中
に
こ
そ
大
切
な
も
の
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

苦
境
に
立
っ
た
と
き
、
人
の
思
い

令和５年６月１５日 鳥 取 縣 神 社 廳 報 第１０２号 （６）



や
り
、
優
し
さ
、
励
ま
し
の
言
葉
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
形
で
我
々
は
元
気
づ

け
ら
れ
、
又
、
や
り
直
そ
う
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
す
。
友
達
や

ま
わ
り
の
人
達
か
ら
の
励
ま
し
の
言

葉
は
大
変
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

「
目
に
見
え
ぬ
神
に
む
か
い
て
恥
じ

ざ
る
は
人
の
心
の
ま
こ
と
な
り
け
り
」

目
に
見
え
な
い
も
の
に
対
し
て
心

を
向
け
た
な
ら
、
信
じ
ら
れ
る
も
の

や
自
分
に
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
自
分
の
心
や
人
の
心
が
変
わ
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
く
言
い

ま
す
が
、
人
の
心
が
変
わ
れ
ば
ま
わ

り
が
変
わ
る
。
そ
し
て
、
世
の
中
が

変
わ
る
の
で
す
。

実
際
、
私
た
ち
の
周
り
を
見
る
と

素
直
で
正
直
な
人
は
、
人
に
好
意
を

持
た
れ
信
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
の

み
こ
と
も
ち
と
し
て
そ
う
な
る
よ
う

に
・
・
・
・
・
。

賀
露
神
社
禰
宜

岡
村
吉
彦

令
和
五
年
四
月
九
日
、
鳥
取
市
秋

最
北
の
麒
麟
獅
子
が

里
帰
り
奉
納

里
の
荒
木
三
嶋
神
社
で
春
の
例
大
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
神
社
は
四
年

に
一
度
、
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く

神
幸
祭
を
催
行
し
て
お
り
、
今
年
も

大
名
行
列
・
幟
武
者
・
子
ど
も
神
輿

な
ど
、
多
く
の
氏
子
が
参
加
し
て
、

町
内
を
賑
や
か
に
巡
り
ま
し
た
。

こ
の
大
祭
・
神
幸
祭
に
、
北
海
道

利
尻
島
か
ら
「
利
尻
麒
麟
獅
子
舞
う

会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

利
尻
島
に
は
明
治
末
に
鳥
取
か
ら
の

移
住
者
に
よ
っ
て
麒
麟
獅
子
の
道
具

一
式
が
伝
え
ら
れ
、
鳥
取
市
秋
里
の

移
住
者
で
あ
る
伊
佐
田
長
蔵
が
獅
子

舞
を
教
え
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
大
正
時
代
に
舞
は
一
度
途
絶
え

ま
し
た
が
、
平
成
十
三
年
か
ら
鳥
取

市
秋
里
と
利
尻
島
の
間
で
交
流
が
始

ま
り
、
同
十
六
年
に
は
一
世
紀
ぶ
り

に
利
尻
島
で
麒
麟
獅
子
舞
が
復
活
し

ま
し
た
。

今
年
、
復
活
か
ら
二
十
年
の
節
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
舞
う
会
」
の

メ
ン
バ
ー
が
秋
里
を
訪
れ
、
伊
佐
田

長
蔵
の
故
郷
で
あ
る
荒
木
三
嶋
神
社

の
神
前
で
里
帰
り
奉
納
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
氏
子
だ
け
で
な
く
、
町

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
秋
里
を
訪
れ
、

両
地
域
の
獅
子
舞
の
共
演
に
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
利
尻
島
の
麒
麟
獅
子
舞
は

す
っ
か
り
島
の
伝
統
文
化
と
し
て
定

着
し
、
地
元
の
長
浜
神
社
で
毎
年
奉

納
し
て
い
る
ほ
か
、「
最
北
の
麒
麟
獅

子
舞
」
と
し
て
、
道
内
各
地
で
舞
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
六

月
に
は
秋
里
の
獅
子
舞
保
存
会
が
利

尻
島
へ
渡
り
、
長
浜
神
社
の
神
前
で

舞
を
奉
納
し
、
交
流
を
深
め
る
予
定

で
す
。

移
住
者
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
百
二
十
年
前
に
伝
え
た
麒
麟
獅
子

舞
。
今
、
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が

れ
、
遠
く
離
れ
た
両
地
域
の
人
々
の

心
を
一
つ
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

壹
宮
神
社
宮
司

中
嶋
俊
史

御
祭
神

天

忍
穂

耳

命

（
父
）

あ
め
の
お
し

ほ

み
み
の
み
こ
と瓊

瓊
杵

尊

（
子
）

に

に

ぎ
の
み
こ
と

萬

幡
豊
秋
津
師

姫

命

（
母
）

よ
ろ
づ
は
た
と
よ
あ

き

つ

し

ひ
め
の
み
こ
と

下
照

姫

命

（
大
国
主
命
の
娘
）

し
た
て
る
ひ
め
の
み
こ
と

当
神
社
は
、
大
山
町
妻
木
に
鎮
座

む

き

す
る
神
社
で
す
。
古
く
よ
り
安
産
の

守
り
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
本
殿
背
後
の
「
す
く
ね
塚
」
か

ら
神
体
山
で
あ
る
孝
霊
（
高
麗
）
山

こ
う
れ
い

を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
産
石
】
境
内
に
大
き
な
石
が
二
つ

う
ぶ
い
し

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
（
一

神
体
山
の
孝
霊
山
→

神
社
紹
介

壹
宮
神
社
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七
六
五
年
）
に
妻
木
の
氏
子
に
よ
り

置
か
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
の
人

々
の
信
仰
心
が
窺
え
ま
す
。
こ
の
石

に
腰
掛
け
る
と
お
産
が
楽
に
な
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
さ
い
の
か
み
さ
ん
】

西
伯
耆
地
方
に
は
多
く
の
さ
い
の
か

み
さ
ん
が
お

祀
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
当

地
域
で
も
村

の
境
界
あ
る

い
は
村
の
中

心
に
お
祀
り

さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、

農
業
構
造
改

善
事
業
に
伴

う
区
画
整
理

の
影
響
で
、

神
社
の
境
内

に
集
め
て
お

祀
り
さ
れ
る

よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現

在
で
は
八
体

の
さ
い
の
か
み
さ
ん
が
お
祀
り
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
い
の
か
み
さ
ん

す
く
ね
塚

御
神
体
の

孝
霊
山
の
遥
拝
所
と
な

っ
て
い
る

さ
い
の
か
み
さ
ん
は
、「
塞
の
神
」
と

も
表
記
す
る
よ
う
に
村
外
か
ら
災
厄

が
侵
入
し
て
く
る
の
を
塞
ぐ
役
割
を

ふ
せ

果
た
し
て
い
ま
し
た
。
五
穀
豊
穣
、

村
内
繁
栄
を
願
っ
た
も
の
の
よ
う
で

す
が
、
道
開
き
、
道
案
内
の
神
様
と

し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
男

女
神
の
双
体

像
が
彫
ら
れ

て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
夫

婦
円
満
、
子

孫
繁
栄
、
良

縁
成
就
な
ど

に
も
お
力
を

発
揮
さ
れ
る

よ

う

で

す
。さ

い
の

か
み
祭
は

毎
年
一
月

の
末
に
斎

行
さ
れ
ま

す
。
村
中
で
雌
雄
一
対
の
藁
馬
を
作

成
し
、
奉
納
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

し
ば
ら
く
新
し
い
藁
馬
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
三
年
ぶ

り
に
新
調
で
き
ま
し
た
。
祭
の
あ
と

産
石

奉
納
さ
れ
た
藁
馬

団
子
汁
の
ふ
る
ま
い
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
ま
だ

復
活
し
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
以
降
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
祭
で
は
一
年
の

間
に
誕
生
し
た
人
、
結
婚
し
た
人
を

神
様
に
奉
告
し
ま
す
。

◇

表

彰

◇

△
本

庁

（
５
・
２
・
３
附
）

二
条
ノ
一

中
部

倭
文
神
社
宮
司

米
原

尊
仁

二
条
ノ
二

鳥
取

賀
露
神
社
宮
司

岡
村

吉
明

三
条
ノ
二

鳥
取

矢
矯
神
社
宮
司

宇
田
川
和
人

西
部

日
御
﨑
神
社
仝

門
脇

紀
文

三
条
ノ
三

八
頭

那
岐
神
社
役
員

小
川

啓
介

日
野

石
見
神
社
仝

田
邊

眞
幸

△
神
社
庁

（
５
・
２
・

附
）

24

鳥
取

賀
露
神
社
禰
宜

岡
村

吉
彦

岩
美

美
取
神
社
宮
司

田
中

明
博

八
頭

岡
神
社
役
員

山
根

幸
吉

気
高

板
井
神
社
宮
司

大
澤

達
彦

中
部

國
坂
神
社
総
代

寺
方

郁
夫

西
部

中
里
神
社
役
員

中
村

一
好

表
彰
人
事
等

仝

賀
茂
神
社
総
代

國
野

正
好

仝

日
吉
神
社
役
員

吉
木

義
高

仝

天
萬
神
社
仝

新
居

一
彦

日
野

根
雨
神
社
宮
司

梅
林

立
夫

仝

嚴
島
神
社
仝

長
谷
部

順

◇

感
謝
状

◇

△
神
社
廳

鳥
取

賀
露
神
社

兜
金

将
彰

中
部

神
崎
神
社

圓
山

勝
二

仝

神
崎
神
社

祇
園

行
裕

仝

神
崎
神
社

三
好

正
穀

仝

天
乃
神
奈
斐
神
社

医
療
法
人
社

団
赤
碕
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

西
部

白
尾
神
社

田
中

智

◇

人

事

◇

△
新

任

中
部

國
坂
神
社
禰
宜

御
舩

有
桂

西
部

國
信
神
社
仝

中
嶋

盛
一

△
退

任

中
部

槻
下
神
社
宮
司

池
本

令
子

西
部

名
和
神
社
権
禰
宜

名
和

正
恭

△
身

分

二
級
上

中
部

照
國
神
社
宮
司

福
田

恭
子

西
部

名
和
神
社
宮
司
代
務
者
石
塚

智
康

二
級

気
高

相
屋
神
社
宮
司

宇
多
川
貴
史

中
部

國
坂
神
社
仝

御
舩

斎
紀

令和５年６月１５日 鳥 取 縣 神 社 廳 報 第１０２号 （８）


